
j･.:n li

卜

　

Ｉ
Ｌ
ｊ

号
二

漕
い

第

　

八
巾
、

　

～
巾

口
‐
・
―
り

’
．
り
｛
い
ど

り
・
に
比

｜|：丿

lへ． 1川

丿白

.に１１

北ト･

小
ご
・
‘
．
・
’
ｉ

I｣･|‘I:i』|.･

卜丿

' '.'lU

11 ’11･I

卜

J

昭和63年春風号

　　　　

一一一一一

道腎協結成10周年記念第11回総会議案

《道庁別館地下ホール案内図》

一所在地一

　　　

札幌市中央区北３条西７丁目

　　　

電話(011)231 －41 11（代表）

第11回総会ご案内

第11川総会をド紀のようＣ

開催いたしますｰ

会い、ご京族の竹縁お京馳

介せのうえご参卸ドさい

　　　　　

記

　　　

一日

　

時－

　　

５月22日（日）

午前9:30から12:00まで

　　　

記念講演

午汝1:OO から3:00まで

　　

一会

　

場一
道庁別館地下ホール

＿
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北海道腎臓病患者連絡協議会



患者さんと家族の方々のための本
腎炎.ネフ〇一ゼの �+�.ｨ*､4��H,X+r�
正しい知識(垂重要) ��#iKｲ�#�噂Y.���S��苓�s#S��

●大阪府立点玩宵疾患センタ一別t飯田書俊著 ��

pA5判/126頁定価900円T250 �4��H,ﾒﾈﾈﾈ悠:y�ﾘ.h8ｩNHｧ)4�%��8,���ﾞﾈ,R��

自分の病気の状態を正しく把握し.それにかな �i.ｸ,X訷ﾇ�,俎8*h.��h+X*(��|9d�,h+X,B腟(*��
つた兼生をすることが非常に大切である.本書 �.y���(+8.ｨ+ﾙ�h+X*(ﾈﾈ幽�(峪d�,X*�.定�8ｧy4��

は胃持病を正しく理解し,日常の生活管理まで �,�-ﾘ,H�.ｨ,H*(.�,�*�8ｨ,X,�*ﾒﾈﾈﾈ悠:y�ﾘ,儂B�

含めた注意をイラストを用いてわかリやすく, �-y�ﾘ*ﾘ,ﾉy�5�*ｨ*�.帝gｵH,ﾒﾄ4��H,ﾈ+x-r�

患者さんと家族の方々のために解脱. �,H/�ｴﾈ����

絵で見る自己管理と食事療法 慢性腎不全の正しい知識 �+�.ｨ*ｩ�H昆��,X+x�ｸ淤/儉X�ﾂ��ﾉ8ﾈｹ顋x���8怏�Xｧxｧ(��膓ｦﾉ��Wi���

●北里大学的載搾丸茂文昭著 pB5変形判/80頁定価980円〒250 ��#iKｲ�#�I¥Y.���ﾃS��苓�s#S��

近年の透析槻器の進歩と透析技術の発展はめざましい が.もっとも重要なことは,愚書さんが胃不全を正し く理解し,自分なりに一生どのようにつき合っていく がということである.本書は,そのための助けとなる ように,胃拝の構造から食事療法まで,イラストを用 �ﾘ鰄�ｨ,ﾒ譁y�ｸ裁W9�8,���+x.冲"ﾘ,ﾉ�俾�|9d��,X*�.定裁W9�8ｿ���,�,h,�,H棈.�ｭi�8,ﾈ*�.�ﾒ�昆Ч,h,ﾘ,x,ﾈ.h*H,�.�,ﾈ*�/�ﾉYﾘﾔﾈ*(ｧ�7�*�.r�.ﾘ*�8ｨ.(+x*ﾘ��ﾋｸ+X+ﾒ陝ﾉ/��c9LX,X,ﾒﾈｷﾙ�ﾂ�,價ﾙ5x+X+ﾘ菜鰄�ｨ,ﾈﾋｸｻX/��x8ｨﾙ�/�,X*(.停�

これが透析療法です �+�.ｨ*ｩ:y�ﾘ,ﾉ���hｨ�,X+r�
●東京女子EE科大学教授太EZ)和夫著 FB6判/202頁定価1,500円〒258 ��ﾉ�膓･ﾙ��Wb��hｭI6帝I(皐諟��ｺI)���ナKｲ��的¥Y.���經��苓�s#S��

｢透析療法をわかリやすく暮いfL=本が欲しい｣という �ﾙW9�8,Y:y�ﾘ/��8*�,H*(.兩ｸ��,�,h,�,I�磯h,ﾘ�wh,��n)��,X*�.定毎ﾉ8齎,X,ﾘ,�*)_ｸ,�,h,�,Bﾉ|ﾔH8ｨ�ｸﾇb�

多くの方々の希望に応える書,過去長年にわたって書 �H,�,xﾖﾈ*h+ﾘ+�*�,X.�lｩ7ﾈ,Rﾈ,(*(ﾆ�8+X*ｨ+�,�,�.陳�

苔が患者をES察し,訴えを聞いて得た皇宮な体験をも 冏ｸ��,ﾘ+ｸ,ﾈ.h*H,雲ｸ��*ｨ巉*�,ﾈ訷*ｨ*�8ｨ/�;�.x.ｨ.�.b�

とに書かれている.Bf解な透析粛法の知兎を平易に解 �*Hｴﾈ��靺�-ﾈ,X,ﾈ柯自4�,��磯i|9d�*�.rﾈ+ｸ.ｨ+ﾈ.ｩOｲ�

配.透析を受ける方の食事や心捕えを含む生活態度全 ��ﾈ,ﾈ��ﾈ�.(��|9d�,ﾉ<��ｸ,�4ｸﾘx+X+ﾙ�ﾙvﾉ�ｸ,ﾈ*�.��磯b�
版を.患者さんの立場に立って具体的に記述した. ��

これが透析生活の秘訣です �*�*(+X*):y�ﾙ��8�6ｨ8X�ｲ�
●東京女子毘科大学赦捜太EE和夫著 pB6判/214頁定価1,500円〒250 頂揵nﾂh����ﾈｨF偃るV��ﾈﾆ(��阮儖h蕀������ｩF靫韈�ｺI)���#iKｲ��CI¥Y.���縱��苓�s#S��

一遇リ透析療法の知識を持つ方々に,透析で20 守.30年を生き抜くための注意点と秘訣につい て,随所にイラストを入れ,わかリやすく僻配. �:y�ﾙ|9d�,ﾒﾈ�Zｨ,以ﾉfｩ:y�ﾘ,hﾝy�8,ﾉ�磯hｬyyﾘ,�.h,��,Hｫ8�(,ﾉ?ｨ�ﾙ�hｨ�/�辷*h,H*(.帝�磯hｬyyﾘ,ﾒ隲8�(+2�/�.(彿��,ﾉ_ｸ��*ｨ自�h･Y��*�,H*(*�,�*�.ｨ,�,�.x,�*"��gｹ^�,ﾒﾉlｩ7ﾈ,�伊9��/�ﾇi^�+X,�*ﾘ,H.�ｬ�%�,�:y�ﾙ���*ｨﾞﾈ.ｨ.�.h*H,津c�,ﾈﾊ9zx/���樞驅�ﾘ,ﾈﾞﾈ8ｩ_ｸ/�^��

新刷版が入荷しました｡

正しい自己管理を行うためにも

是非お求め下さい｡

●お問い合せ･お買い上げは

北海道腎臓病患者連絡協議会
札幌市中央区北1条西10丁目13

ダイヤパレス北1条603

電　話(011) 261-　3950
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)
の
f
;
i
.
両
総
合
が
昨
年

六
月
七
日
に
七
枚
M
で
開
か
れ
､
氾
門
伯
か
ら
一

人
が
参
加
し
ま
し
た
C

氾
牡
杭
過
は
人
′
咋
也
も
㍍
崎
人
忘
が
代
炎
稚
1

を
頼
め
道
か
ら
の
難
桝
柏
詩
や
氾
庁
各
局
'
道
議

会
条
蒜
へ
の
窄
･
淵
･
陳
情
を
し
て
さ
ま
し
た
D

㈹
　
各
地
方
フ
ロ
ッ
ク
で
の
活
動
に

つ
い
て

(
.
年
雌
の
料
紙
状
況
は
(
バ
日
放
二
九
七
に
名

小
者
会
七
十
二
㌧
プ
ロ
ノ
ク
数
十
六
と
な
っ
て
い

･1-

●

新
た
に
札
脱
で
四
施
嘩
江
別
心
で
一
施
泊
杓

え
ま
し
た
｡

要
E
-
=
1
行
動
と
し
て
は
'
本
年
度
は
十
月
の
月
間

に
結
び
つ
け
て
二
､
日
移
神
経
過
運
動
に
対
し
'
各

プ
ロ
ノ
ク
と
も
関
係
市
町
村
に
対
し
行
政
の
横
様

的
な
取
り
組
み
を
窄
消
し
ま
し
た
o
B
L
に
渋
り
協

決
定
に
甥
つ
く
各
藁
に
取
り
離
ー
み
､
大
き
な
成

架
を
あ
げ
ま
し
た
o

各
柚
の
沸
禦
l
{
‥
十
円
考
交
流
会
も
本
年
度

も
各
プ
ロ
ノ
ク
で
開
催
さ
れ
そ
の
テ
ー
マ
も
細
々

で
し
た
｡

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
も
泊
鬼
で
各
プ
ロ
ノ

ク
｣
-
l
化
各
席
泊
恐
満
会
耳
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
'
ポ

ー
リ
ン
グ
'
登
山
､
海
水
浴
､
炊
聖
地
Z
f
'
泊

旅
行
､
允
文
芸
ど
余
日
全
の
脱
帽
を
嘩
品
物

が
媒
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
o

又
､
各
プ
ロ
ノ
ク
と
も
､
会
常
以
外
の
肘
相
の

碓
保
に
半
め
蜜
柑
'
花
火
'
正
月
飾
り
'
機
関

秋
の
･
t
L
j
f
:
.
年
缶
状
の
印
刷
あ
っ
せ
ん
な
ど
･
本

畔
も
l
t
:
わ
れ
ま
し
た
｡

も
ち
ろ
ん
全
日
の
入
会
権
的
を
進
め
ら
れ
ま
し

た
が
､
絹
実
力
を
貰
試
さ
れ
る
課
題
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
す
C

こ
の
よ
う
に
各
プ
ロ
ノ
ク
'
各
施
設
思
弁
会
と

も
地
域
で
出
i
F
に
わ
た
っ
て
箕
浦
勅
を
舷
側
す

1
空
｣
と
は
'
い
か
に
大
変
で
あ
る
か
と
M
岩
れ
ま

す
o
来
会
H
t
無
間
公
害
の
こ
理
解
､
こ
協

力
を
S
･
･
i
T
各
地
域
で
の
活
動
の
紙
び
と
し
た
い

と
M
j
い
ま
す
C

●

三
､
お
わ
り
に

迫
野
砲
は
'
昨
年
か
え
壷
航
上
げ
に
よ
る
財

政
に
凍
付
け
ら
れ
た
霧
所
作
別
な
ど
'
当
山
の

目
標
を
ク
リ
ア
ー
し
て
'
群
成
十
川
年
に
当
た
る

本
年
度
'
消
光
を
洋
軌
を
展
開
す
る
邪
が
で
き
ま

し
た
oそ

し
て
運
動
の
餅
そ
の
も
の
も
十
周
年
を
記
念

し
て
娼
企
歯
L
t
行
政
や
床
材
サ
イ
ド
を
も
台
む

よ
り
広
い
運
動
と
し
て
行
わ
れ
'
単
に
算
同
体

の
講
に
留
ま
ら
ず
'
社
会
的
な
活
動
と
し
て
認

め
r
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
評
価
さ
れ
る
で

し
ょ
う
｡

し
か
し
一
カ
で
は
'
私
た
ち
に
と
っ
て
切
実
な

｢
相
疾
患
総
合
村
野
確
立
へ
の
稚
範
や
J
R
等

の
料
金
割
引
制
便
通
糊
拡
大
講
な
ど
'
今
後
も

引
き
紙
y
J
強
力
な
講
を
行
う
必
要
の
あ
る
閑
地

も
多
く
あ
り
ま
す
｡
こ
う
し
た
溜
範
を
摘
発
に
行

ぅ
に
は
'
各
算
会
や
合
C
T
.
さ
ん
の
和
様
的
な

苓
加
と
協
力
が
必
要
で
す
｡
明
日
の
十
年
'
十
五

稗
を
目
指
し
て
瓜
射
り
ま
し
ょ
う
O

.佗.i.,..㌢



昭和62年度決算報告

(収　入　の　部)

自　昭和62年4月1日

至　昭和63年3月31日

不十日 ��sｸ�i���決‡7:漸 坦�lFTnh考 

会焚 澱ﾃイ�ﾃ����6,986,700 ���"�"�全Ll数1､975名 

朽己分交付金 涛s2ﾃ����l973,0()0 �����迫の助成金 

職糊適用助成金 田������270.0()0 鼎S��hL;:用イ)上進11も会 

E7L]会,;ー7鰍券金 1.寄附企 �$������塔�ﾃ����704,477 772'00Z≠ 塔ゅ��sゅ����l'i:願の道Elrfrlも分 

特別1-A力会館 ����ﾃ����剳ｨ品､木45-:-の収去It金 

叫:X収益 �#��ﾃ����153,574! 都b繧�

広告料 �#S������90.000136.0 剩鞄ﾟitHどうじん"伝-Ji1.--料 

雑収入 �����������3�2ﾃ����66,952 田r���

小.汁 � 涛r�"� 

立代金 前期繰越 田2ﾃツr�ll,602 63.867 ��- 

令.汁 �� 涛r紕�

昭和62年度特別会計決算報告

(収　入　の　部)

自　昭和621ト1月1日

至　昭和63年3月31EI

科目 刳髣} 兢�ﾅ&｢�

ml訂】購入lt: �152,200 兀xｩ�/��H���$�+��

ブロック会議 � 几y�:H�I�Cⅸ橦ｹE�ﾊI�Δ荐ﾉ�2�

上芙棟.溝#('会 �0 ��

10周年 侘吋����1,015.609 ��

// 俟�ﾕ��2�0 ��

// 几r�25,000 ��

繰越 �ｧ陂'��･190.060 ��

A.汁 �1,889,124 ��



(支　出　の　辞)

科目 剽¥罪餅 佇亥ｨｧ｢�′′ 儖Xﾖﾂ�

会議費 �580,000 田����3��103.6 ��

幹事会費 �300,000 �3cづcc��122.9 几yNⅸ��{�ⅹ�8司�ﾒ�

運営委Ll会費 ����ﾃ����139,470 都r絣�旅館､資料費,会場費 

専門委月会費 ���������92,900 涛"纈�旅架､資料費､会場費 

fl担金 �2,673.000 �"紊�2ﾃ����93.3 ��

加盟分担金 �3�2�����393.000 �����難病連 

全国会fl担金 �"�#��ﾃ����2,100,000 涛"���全腎協 

事業費 �2,100,000 ��ﾃc��ﾃ3sb�80.0 ��

総会費 鼎��ﾃ����153,150 �3ゅ2�議案書､会場費､旅費 

機関誌費 ��ﾃ#��ﾃ����1.117.909 涛2�"�"どうじん'.発行その他運送費 

活動費 鉄��ﾃ����409,317 塔�纈�

事務局運営費 �4.775,000 釘ﾃ#�x�ｳ3sb�88.3 ��

通信費 �#�������146.020 都2���切手代､本地発送代 月額30,000円 水道光熱費振群料他 

事務用品や �#��ﾃ����159,700 都偵��

新聞図二吉梁 ����ﾃ����50.880 鉄�纈�

交通費 ���������73,440 都2紕�

宮if �3c������360,000 �����

電話料 ��S�ﾃ����92,290 田�絣�

社中 ��S������180,428 ��#��2�

備品焚 �#��ﾃ����165,000 塔"絣�コピーリース料 事務局長､事務局El手当 

慶弔費 �3������5.710 ��偵��

事務局手当 �2�#C�ﾃ����2.940,000 涛�縒�

法定福利賛 鼎R�����43,908 涛r綯�雇用保険料 

予備費 立替金 次期繰越 �238.867 ��rﾃcS"��ﾃ��"ﾃs3�� ��

合計 �10ー366.867 ���ﾃ��"ﾃ�s"�97.4 ��



会計監査報告

昭和62年度決算書に基づき､関係帳簿､領収書､預金通帳

等を厳正に精査した結果､決算書の通り相違をく､いづれも

正確､妥当である事を報告いたします｡

昭和63年5月22日

会計監査　平　原　立　身◎

･,　安　江　良　和◎

文
書
発
言
も
で
き
ま
す

A

.

/

.

T

_

　

J

;

,

J

r

l

 

H

道
腎
協
規
約
第
六
条
で
､
総
会
に
た
い
し
て
文

書
に
よ
る
発
言
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
｡

な
お
'
総
会
議
案
に
た
い
す
る
意
見
の
あ
る
方

は
'
封
書
'
は
が
き
等
別
紙
に
青
い
て
五
月
二
十

日
(
必
着
の
こ
と
)
ま
で
に
道
腎
協
へ
お
送
り
下

さ
い
｡

(
送
り
先
)

〒
0
-
0
　
札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
十
丁
目

ダ
イ
ア
パ
レ
ス
北
一
条
六
〇
三

道
腎
協
事
務
局
宛



嘩
刊
表
十
三
,
,
&
喪
活
‥
動
方
針
へ
棄
)

こ
れ
ま
で
の
私
た
ち
の
躍
動
に
対
す
る
仏
近
の

成
米
と
し
て
'
何
に
於
て
'
昭
型
ハ
○
護
か
ら

｢
小
児
他
作
即
疾
智
や
S
.
肝
坪
に
関
す
る
研
究

椛
｣
の
先
年
六
卜
‖
特
性
か
ら
｢
町
不
全
対
顎

推
堰
へ
,
譲
｣
の
諸
肌
.
川
し
く
｢
町
拶
糾
推
進
月

糊
｣
の
e
J
:
定
な
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
o

ま
た
､
*
迫
に
於
て
も
.
k
斯
伏
棚
計
州
の
中

で
｢
叩
収
懲
総
人
目
対
i
3
着
日
食
｣
の
泊
爪
か
う
た

わ
れ
て
お
り
ま
す
C

し
か
し
な
が
ら
'
通
析
駄
裾
は
引
き
㍑
1
)
和
人

L
t
透
析
成
城
伐
総
体
制
も
止
別
退
析
瓜
舟
の
合

併
叫
し
‥
…
齢
化
な
ど
､
さ
ま
さ
ま
を
l
B
で
深
刻
な

状
況
が
あ
り
'
挺
棟
梁
の
叩
火
も
拭
い
て
お
り
ま

丈
へ
日
だ
F
M
を
中
心
に
要
求
の
強
い
Z
r
拶
榊
も

死
体
Z
E
移
机
体
制
の
･
T
l
l
･
)
巡
れ
に
上
り
'
い
っ
こ

ぅ
に
進
ま
な
い
の
か
呪
状
で
す
〔

こ
の
よ
う
な
状
況
の
小
で
'
私
た
ち
か
に
舶
し

て
い
る
町
哨
柄
の
研
究
や
ナ
防
か
ら
早
糊
矩
叫

=
L
L
期
ム
…
僻
'
人
工
退
析
ム
…
蝶
や
;
;
不
全
対
策
か
ら

社
会
相
川
に
い
た
･
勺
｢
T
f
状
瓜
総
人
目
対
策
｣
の
確

立
は
｢
遠
と
な
っ
て
お
り
ま
す
-

藍
目
的
は
､
乍
咋
性
も
こ
の
総
人
目
対
策
の
賭
す
.

を
人
望
≠
日
付
に
次
の
よ
う
な
碓
約
を
進
め
ま
す

一
､
活
動
目
標
と
会
の
運
営

e
仮
如
'
舶
祉
'
祉
全
作
別
性
の
綬
q
S
申
　
㈲
全
糾
仏
と
日
収
稀
の
川
合
z
I
S
仰
若
,
輩

で
今
川
的
な
淵
雌
に
つ
い
て
乍
門
伯
と
j
=
+
(
に
推
　
　
稚
軌
を
行
を
い
ま
す
o

軌

し

ま

す

｡

　

　

　

　

　

　

　

　

　

J

a

｢

私

た

ち

の

怖

い

｣

R

,

収

の

た

め

･

迫

お

よ

び

S
 
E
=
ハ
ン
ク
の
詰
拡
大
に
つ
と
山
手
｡
　
　
巾
町
村
関
係
絹
川
体
に
働
き
か
け
与
0

3
.
結
成
十
川
年
の
行
小
と
し
て
'
磐
減
資
'
　
㈱
翌
t
j
j
l
･
'
起
､
町
廿
坤
梓
川
の
退
析
砧

L
h
*
'
税
S
=
(
ぢ
ど
の
小
濃
を
･
姦
し
ま
す
D
　
　
　
"
"
泊
m
迎
弛
を
だ
地
倒
し
ま
す
G

e
シ
ン
ホ
ジ
1
⊥
た
十
'
;
に
糊
催
し
与
｡
　
㈱
近
退
析
呉
ぶ
,
退
析
機
警
･
カ
-
至
と

S
L
的
晋
,
ン
ヘ
-
/
キ
｢
指
机
推
進
日
野
　
　
の
油
純
や
交
響
漂
ま
す
｡

巾
に
1
1
'
施
し
ま
す
o
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
迫
性
桝
油
と
の
連
携
を
公
に
強
め
ま
す
｡

二
'
私
た
ち
の
願
い

私
た
ち
門
枚
仏
経
へ
‖
対
策
の
=
L
期
砕
･
〝
古
拙
刺

の
状
本
と
L
t
 
Z
=
脹
S
.
Y
:
;
不
乍
瓜
拝
の
伏
棚
や

生
泊
を
せ
勺
た
め
の
､
磐
城
の
上
牝
を
め
さ
し
て

稚
珊
九
･
I
 
l
進
め
て
い
さ
ま
す
-

(
〓
　
基
本
要
求

山
門
隅
i
=
の
す
帖
J
r
祁
'
帥
究
'
廿
瀬
の
敦

〃
保
叩
'
祁
川
な
ど
総
人
=
的
'
抜
本
的
な
‥
;

し
た
対
f
S
を
川
と
地
i
=
i
.
1
日
)
:
;
体
の
i
H
作
で
弥
･
t
l

●

-

.

･

･

]

-

J

E
;
純
柄
の
l
s
･
岬
究
ー
叶
I
t
ム
…
棚
は
甜
止
の
研
究

を
促
進
す
･
?
二
と
｡

川
山
北
梢
を
硝
化
と
す
る
跳
胡
｢
行
空
に

上
る
郎
蝶
､
榔
祉
切
り
哲
J
は
や
め
､
雀
心
し

て
扶
棚
を
せ
け
牡
は
し
て
い
け
る
よ
う
'
庚
榔

別
使
'
社
人
ム
楳
m
什
制
度
を
川
比
本
位
に
改
耶
す

.
勺
こ
と
｡

●

(
二
)
　
肝
疾
患
耗
合
対
策

e
セ
日
.
札
叫
l
s
院
に
設
m
さ
れ
た
迫
打
セ
ン
タ

ー
を
柁
榊
だ
け
で
な
く
'
人
工
;
誠
的
蝶
か
ら

十
,
S
.
珊
瑚
'
研
究
ま
で
に
冷
め
た
け
セ
ン
タ

ー
に
拡
充
す
る
こ
と
C

S
 
i
l
臓
:
i
S
の
契
り
対
託
を
碓
･
T
,
:
す
る
た
め
へ
怨

古
代
お
を
た
め
た
対
策
春
日
会
を
S
J
.
･
L
t
繋
郡

山
に
e
i
:
:
>
;
す
る
こ
と
｡

(
三
)
　
甘
腺
病
予
防
･
治
療
対
策

0
0
孔
幼
叫
氾
硫
t
 
f
I
三
維
∴
ナ
生
､
勤
労
6
.

日
1
-
宮
叢
.
.
.
農
相
人
な
ど
に
対
す
る
根
城
を

完
全
堪
碓
す
る
こ
と
｡

i
.
打
順
桝
の
=
L
期
ム
描
､
町
会
=
控
の
作
別
を

抑
廿
ず
る
こ
と
｡
綿
に
'
小
中
､
ナ
生
の
｢
即
日
脱

手
鵬
｣
の
葬
t
:
に
よ
･
怠
け
和
体
制
を
稚
･
.
止
す
I
Q

こ
と
｡
成
人
の
門
嫉
駄
作
拙
作
別
を
弥
立
す
る

二
と
〔

(
四
)
　
血
液
浄
化
法
対
策

3
.
川
･
t
戊
轍
横
間
'
公
的
扶
k
v
機
関
に
対
す
る

人
⊥
閂
服
の
州
泊
を
=
L
Z
.
)
に
す
す
め
る
こ
と
c

S
.
退
析
純
絹
の
地
域
仙
花
を
=
･
1
.
心
に
解
消
す
っ



こ
と
C
持
に
へ
さ
地
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昭和63年度スローガン(案)

1 ･腎腺病の研究､予防､治療から社会復帰に至る腎総合対策の確立を′

2 ･本道に｢腎疾患総合対策委兵舎｣と｢腎雑食センタ-｣の設立を,/

3.慢性腎炎患者の医療費公費負担を′

4.道立病院の存続を′

5.道立江差,羽幌､町立中標津病院での透析施設､設置を′

6.腎バンク登録の拡大を′

7.働ける腎腺病患者に社会復伸の道を′

8.内部障害者に､ JR､航空運賃､有料道路の割引適用を′

9.市町村での福祉対策の充実を′

10.強Eilな組織､ 2,500人の道腎協を′
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昭和63年度一般会計予算(寡)
自　昭和63年4月1日

(収入の#)至昭和64年3月31日 

科El 会費 冰ﾈｹhﾎHﾕﾉ�ﾉNB�僞俟ﾂ�

8.280.00076.6 �2,300人×3.600円 

配分交付金 涛s2ﾃ����9.0 �;�,ﾉ��ﾈｾ��

職域適用助成金 �#��ﾃ����纈�几ﾂ����9�仄h橙�

国会謂願事金 塔��ﾃ����7.4 ���h,ﾉ�隱�悦ﾙZ｢�Z鰻唔gｹ9�,ﾈ�揺ｾ��

寄附金 ����ﾃ����0.9 

特別協力会費 ����ﾃ����0.9 

事業収益 �#��ﾃ����1.9 

広告料 ����ﾃ����0.9 亢�ｭh鐵ﾘ,x*H+h/�ﾘｺh裴ﾔﾈﾙ��

雑収入 鉄�ﾃ����0.5 假8皷��ｩ�r�+ｸ,ﾉ�ﾂ�

小計 ���ﾃ��2ﾃ����100 ��

前期繰越金 ��ﾃ��"ﾃs3�� ��

合計 免ﾂﾃンRﾃs3�� ��

昭和63年度特別会計予算書
自　昭和63年4月1日

(収入の部)至昭和64年3月31日 

科目 仞�ｧ｢�摘要 

ブロック育成費 鼎ィﾃ����全町協より 

医蝶講演会助成費 ����ﾃ����難病連より 

キャンペーン売上金 �3��ﾃ����キャンペーン三]:材 

革金箱 �#��ﾃ���� 

前年度繰越 鼎��ﾃ�c�� 

令.汁 ��ﾃSsBﾃ�c�� 

(支出の部) 

科目L金撤 剴E要 

用品購入代 ����ﾃ����キャンペーン寛材 

ブロック会議 田������� 

10周年記念講演会 �#S�ﾃ���� 

臓器移植基金 �#��ﾃ���� 

医師感謝状 ����ﾃ���� 

役Ll感謝状 鼎�ﾃ���� 

予備費 �#�B��c�� 

合計 ��ﾃSsBﾃ�c�� 



(支　出　の　瓢)
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'T,WH-珊632,738 剴R�2�

合.~丁丁11.895.738 剴���� 



総　会　宣　言(寡)

私たち道腎協は､昨年10月結成10周年を迎えました｡

この10年間､腎不全の治療法は目ざましい発展をとげ､大きな成果を

挙げています｡

とりわけ､人工透析蝶法は､腎不全治横の中心として腎不全患者の社

会復帰を支えております｡

また､治療費の面からも､公望や負担制度が確立しており､経済的な心

配もなく､治療を受けられるようになりました｡

こうした医学的､社会的対策の充実により､通析患者はいま全国80,000

人｡道内でも3,500人に達するものと思われます｡

この様な人工透析療法の普及の一方では､様々な問題点も明らかにな

っています｡相変らず増え続ける透析患者､その結果､医蝶ftIの増大や

供給体制への不安､年々すすむ高齢化や重症化､そして､透析による令

併症も長期透析患者が増えるに従って､大きな問題と在りつつありますo

又､就学適応者の就職難は､家庭生活を破壊します｡

いま私たちの医療の保障を一応勝ち得たものの､こうした面で厳しい

状況に置かれています｡増え続ける透析患者と､増大する医棟梁､私た

ちはこうした状況を解決するために､腎臓病の研究､予防､治療から､

移植､社会御刺こ至る｢腎疾患総合対策｣の確立を求めて､運動を進め

ております｡

私たちは､腎㌢臓病患者をこれ以上増やさをいためにも､腎不全治蝶体

制から､完全社会子釦か二至る｢腎疾恩総合対策｣の確立を目指す運動を､

さらに強めて行きたいと思います｡

昭和63年5月22日

北海道腎腺病患者連絡協議会第1 1回総会
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道腎協結成10周年記念講演会

ヽ演題:腎臓病の泊寮と移植について

日時　昭和63年5月22日　午後1:00より

場所　道庁別館地下ホール
中央区北3粂西7丁目

講師　太田　和夫医師
東京女子医科大学腎腺病総合医療センター所長

東京女子医科大学第三外科主任教授

患者家族の皆様､

責重な講演となっております｡



｢OK保韓｣恥軸身保験

透析患者のための保険.〟
-キャンペーン実施中-

※透析導入となり全く生命保険に加入できない方に｡

※加入してはいるが保険が切れるという方に｡

※保障をもっと増やしたいという方に｡

●40Jtで保散会300万円にご奥約のI合(55JL払済み)●給付内幸 

■故死亡 ■'◆● 9.1ヽ 4〇% 20% IPiAtt 倬hﾌﾈ��,ﾄ､�ﾘx,ﾓ�D���#�iﾂ��杏ﾂ�定紀iﾈ冷�目より.3伽万 よす. 180万円 �鑼��ｨ,ﾈ馼ﾌﾈ*ｩ�8廁,ﾈ脂/94倬hﾌﾈ,ﾈﾏｸ*板ﾒﾆﾄ$�汎播�曝ﾏYe8+8.ｨﾝx.ｩ7匹ﾒ�

)年E1-烏払込促Rk斡8l当fL岬Fト180]jMtfXFnの60%) 諾呂:諾㌫TJ慧:;"a,5Lf#-3m,jF..紬比L-. 

●保牧料 ●キャッシュバリュー(解約返戻金) oKfWはtdI(二わl.も～焚軌二TJりすがik中fおやOl:IJ叫<キ..-. 

l.ヤ7/1 

●会事務局にご連絡下されば､道内どこでもアリコ･ジャパンより､ご脱明･契約

手続に参ります｡

昭
和
川
-
八
%
T
月
.
1
.
l
H
空
相
悪
的
り
苛
●
K
通
至
空
目
り

昭
和
六
卜
三
年
ム
〃
十
日
葬
り
(
細
目
十
日
準
t
:
)

･

 

･

･

.

+

　

　

･

諾

三

言

円


	どうじん
	page1


